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Abstract: Time-division parallel computation has been studied to speed up electromagnetic field analysis using the Finite-Difference 

Time-Domain (FDTD) method. Selection of initial values in time domain is a key issue for realizing efficient parallel computation. In 

this report, a novel combination of the FDTD and TR (Time Reversal) -FDTD methods for sequential computation are proposed in 

order to increase the computational speed.  

 

 近年，電磁界解析で広く用いられる時間領域有限差分法（FDTD：Finite-Difference Time-Domain）[1]の高速化に向けた

並列計算の研究が行われている．特に時間軸方向に計算を分割する並列計算[2]では，任意の観測時間における電磁界の

空間分布を算出し，それらを初期値とした逐次計算を独立に計算することで計算時間が短縮されている．しかし，解析

条件によって逐次計算より初期値の電磁界算出が計算時間を要することがあるため，求めた初期値の効率的な使用が求

められる． 

本報告では，時間分割並列計算の逐次計算に FDTD 法とTR-FDTD 法を適用する[3]．時間反転法は任意時間における

信号の空間分布から時間を反転させて解析することで，過去の空間分布が構成可能な手法である．Figure1 に提案手法

の計算フローを示す．2 つのノードを用いて求解した初期値を FDTD 法とTR-FDTD 法に適用し，逐次計算は各手法に

1 つのノードを振り分ける．提案手法と FDTD 法のみで時間分割並列計算を行う従来法において，用いる初期値の数と

分割数に対する計算時間および精度を検証し，提案手法の有用性を示す． 

Figure1. FDTD 法とTR-FDTD 法を用いた時間分割並列計算のフローチャート 
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